
感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第37週（ 9月7日 から 9月13日まで ）小笠原での流行状況

東京都全体での流行状況

感染性胃腸炎・インフルエンザの報告がありました。

母島

父島

インフルエンザの報告がありました。

令和8年9月14日発行

感染予防の基本は手洗い習慣にしよう！

再び増加傾向 流行中

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第36週（8月31日～9月6日）

【今週の注目される

定点把握対象疾患】
・インフルエンザの定点当たり報告数

は5.46で、先週より増加しています。

・RSウイルス感染症の定点当たり報告

数は1.20で、増加傾向です。

・新型コロナウイルス感染症の定点当

たり報告数は1.84で、増加傾向です。

段々増えてます

更新前

9月24日～30日は

結核・呼吸器感染症予防週間です。

～その一 結核～ （その二は次号（９/２８発行）にて…）

“昔の病気”のイメージがあるかもしれませんが、
今でも国内で年間約1万人の新規患者登録があります。

出典：公益財団法人
結核予防会
JATA

結核にかかるメカニズム

感染症メモ 結核の感染力について

結核と聞くと「うつる病気」というイメージがありますが、すべての結核の患者さんに感染
力があるというわけではありません。結核菌は全身のいろいろなところに病気を作るのが特
徴で、肺以外の部位の結核や、痰の中に菌がほとんど出ていない場合は、人に
うつす可能性は低いとされています。結核と診断された際には、医療機関から
保健所へ報告され、感染力の有無を判断し、患者さんの家族等必要な方に検診を
行います。過度に恐れるのではなく、正しい知識を持つことが大切です。

更新前
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